
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

警

察

署

長

】

○

落

札

者

等

の

決

定

岡

山

中

央

警

察

署

担

当

課

（

室

）

○

〃

岡

山

西

警

察

署

目

次

○

〃

倉

敷

警

察

署

【

告

示

】

○

令

和

五

年

度

県

統

計

調

査

の

実

施

統

計

分

析

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

退

任

届

〃

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

証

票

の

有

効

期

限

の

決

定

選

挙

管

理

委

員

会

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
八
号 

 

令
和
五
年
度
に
お
い
て
、
次
の
県
統
計
調
査
を
実
施
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

１ 

県
統
計
調
査
の
目
的 

県
内
の
介
護
職
員
の
配
置
が
あ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
状
況
や
課
題
、
雇
用
ニ
ー
ズ
な
ど
を
収
集
・
分
析
し
、
外
国
人
介
護
人

材
に
係
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

２ 

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲 

(1) 

地
域
的
範
囲 

岡
山
県
全
域 

(2) 

属
性
的
範
囲 

岡
山
県
内
に
所
在
す
る
介
護
職
員
の
配
置
が
あ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
・

事
業
所
（
介
護
保
険
法
第
七
十
一
条
に
基
づ
く
医
療
み
な
し
指
定
の
事
業
所
を
除
く
）
全
数 

３ 

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

(1) 

報
告
を
求
め
る
事
項 

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
状
況
等
に
つ
い
て 

(2) 

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

令
和
五
年
九
月
一
日
現
在 

４ 

報
告
を
求
め
る
者 

約
二
千
五
百
事
業
所 

５ 

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法 

郵
送
調
査
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査 

６ 

報
告
を
求
め
る
期
間 

令
和
五
年
九
月
中
旬
か
ら
同
月
下
旬
ま
で 

７ 

実
施
部
課
名 

子
ど
も
・
福
祉
部
福
祉
企
画
課 

二 

令
和
五
年
度
岡
山
い
き
い
き
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
係
る
県
民
意
識
調
査 

１ 

県
統
計
調
査
の
目
的 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
応
援
す
る
社
会
づ

く
り
を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
結
婚
や
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
現
状
や
意

識
な
ど
を
収
集
・
分
析
し
、
令
和
七
年
度
か
ら
の
指
針
と
な
る
「
岡
山
い
き
い
き
子
ど
も
プ
ラ
ン

二
〇
二
五
（
仮
称
）
」
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

２ 

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲 

(1) 

地
域
的
範
囲 

岡
山
県
全
域 

(2) 

属
性
的
範
囲 

ア 

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査 

二
十
歳
か
ら
四
十
九
歳
ま
で
の
男
女 

イ 

子
育
て
に
関
す
る
意
識
調
査
（
子
育
て
世
帯
意
識
調
査
） 

保
育
所
、
幼
稚
園
及
び
小
学

校
三
年
生
ま
で
の
児
童
の
保
護
者 

ウ 

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
高
校
生
意
識
調
査 

高
校
二
、
三
年
生
男
女 

３ 

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

(1) 

報
告
を
求
め
る
事
項 

ア 

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査 

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



報
告
者
の
属
性
、
結
婚
に
つ
い
て
の
考
え
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
、
男
女
の
出
会
い
、
男

女
の
役
割
分
担
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
、
働
く
女
性
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
地
域

社
会
に
お
け
る
人
々
の
関
わ
り
合
い
、
結
婚
と
住
ま
い
、
妊
娠
・
出
産
の
知
見
、
結
婚
・
子

育
て
と
生
活
の
満
足
度
や
価
値
観 

イ 

子
育
て
に
関
す
る
意
識
調
査
（
子
育
て
世
帯
意
識
調
査
） 

報
告
者
の
属
性
、
子
育
て
の
悩
み
、
理
想
の
子
ど
も
数
、
子
育
て
の
費
用
と
進
学
、
配
偶

者
の
子
育
て
に
対
す
る
関
わ
り
方
と
育
児
休
暇
、
子
育
て
と
住
ま
い
、
子
育
て
に
関
わ
る
保

健
・
医
療
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
の
不
安
・
悩
み
と
相
談
、
ひ
と
り
親
の
悩
み
と
相
談
、

公
的
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
里
親
制
度 

ウ 

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
高
校
生
意
識
調
査 

報
告
者
の
属
性
、
結
婚
に
つ
い
て
の
考
え
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
（
一

生
の
間
に
た
ど
る
道
筋
）
、
男
女
の
役
割
分
担
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
、
地
域
社
会
や
身

近
な
人
の
こ
と
、
妊
娠
・
出
産
と
健
康 

(2) 

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

令
和
五
年
九
月
十
九
日
現
在 

４ 

報
告
を
求
め
る
者 

(1) 

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査 

約
五
万
七
千
人
（
母
集
団
の
大
き
さ 

約

六
十
二
万
人
） 

(2) 

子
育
て
に
関
す
る
意
識
調
査
（
子
育
て
世
帯
意
識
調
査
） 

約
一
万
七
千
世
帯
（
母
集
団
の

大
き
さ 

約
十
二
万
三
千
世
帯
） 

(3) 

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
高
校
生
意
識
調
査 

約
四
千
八
百
人
（
母
集
団
の
大
き
さ 

約
五
万
四
千
人
） 

５ 

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法 

郵
送
調
査
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査 

６ 

報
告
を
求
め
る
期
間 

令
和
五
年
九
月
下
旬
か
ら
同
年
十
月
中
旬
ま
で 

７ 

実
施
部
課
名 

子
ど
も
・
福
祉
部
子
ど
も
未
来
課 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
九
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

ナ
ビ
薬
局 

赤
坂
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
磐
市
西
窪
田
五
三
四
―
二 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
五
年
八
月
一
日 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ッ
ピ
ー
ズ 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
岡
市
走
出
四
四
〇
七 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
五
年
九
月
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

湯
郷
薬
局 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

美
作
市
湯
郷
九
一
五
―
一
四 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
五
年
八
月
三
十
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
五
年
九
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
北
区
京
山
一
丁
目
一
七
〇
六
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
五
年
九
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
北
区
長
野
字
昆
沙
門
山
六
六
七
の
一
〇
、
六
六
七
の
一
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
北
区
長
野
字
昆
沙
門
山
六
七
一
の
一
九
か
ら
六
七
一
の
二
一
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
五
年
九
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

栗
原
有
漢
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
つ
ぶ
し
四
一
六
六
番

七
地
先
か
ら

一
〇
三
・
〇

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
小
坂
六
二
五
九
番
六

新

一
〇
・
〇
～

二
一
・
〇

地
先
を
経
て

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
小
坂
六
二
五
九
番
四

地
先
ま
で

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
つ
ぶ
し
四
一
六
六
番

一
二
六
・
〇

七
地
先
か
ら

四
・
〇
～

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
小
坂
六
二
五
九
番
四

七
・
〇

地
先
ま
で

旧

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
つ
ぶ
し
四
一
六
六
番

七
地
先
か
ら

一
〇
三
・
〇

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
小
坂
六
二
五
九
番
六

一
〇
・
〇
～

二
一
・
〇

地
先
を
経
て

高
梁
市
有
漢
町
上
有
漢
字
小
坂
六
二
五
九
番
四

地
先
ま
で
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〔
四
五
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

佐
伯
地
区
土
地
改
良
区 

二 

退
任
及
び
就
任
役
員 

 
 

退
任
役
員 

 
 

就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
監 

 
 

氏 
 

名 
 

 
氏 

 

名 
 

 
 

住 
 

 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
の
別 

 

玉
谷 

一
幸 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

和
気
郡
和
気
町
矢
田
部
四
一
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

理 

事 

 

渋
藤
伊
勢
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

父
井
原
八
九
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

向
井 

勘
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

米
澤
五
六
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

片
山 

覚
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

佐
伯
四
二
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

小
高 

重
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

三
七
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

永
宗 

 

茂 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

父
井
原
三
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

村
合 

文
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
三
七
―
三 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

大
倉 

武
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

宇
生
四
七
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

竹
内 

 

敏 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
一
七
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

岸
本 

重
幸 

 

岸
本 

重
幸 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
六
〇
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

岡 
 

 

優 
 

岡 
 

 

優 
 

〃 
 

〃 
 

田
賀
三
九
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

末
藤 

潤
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

加
三
方
九
二
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

今
田 

喜
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

四
九
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

㷔
硝
岩
良
純 

 

〃 
 

〃 
 

米
澤
四
一
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
藤 

勝
介 

 

〃 
 

〃 
 

佐
伯
五
二
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

片
岡 

郁
雄 

 

〃 
 

〃 
 

〃 

四
五
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

渋
藤 

泰
三 

 

〃 
 

〃 
 

父
井
原
八
九
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
原 

信
行 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

八
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
﨑 

忠
信 

 

〃 
 

〃 
 

矢
田
部
四
八
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

重
末 

 

司 
 

〃 
 

〃 
 

米
澤
七
五
四
―
三 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
倉 

仁
史 

 

〃 
 

〃 
 

宇
生
四
七
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
島 

 

明 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

四
八
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
原 

 

誠 
 

〃 
 

〃 
 

田
賀
一
七
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
田 

晴
久 

 

〃 
 

〃 
 

加
三
方
四
九
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

今
田 

智
士 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

五
三
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

久
永 

康
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

父
井
原
八
〇
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

監 

事 

 

遠
藤 

 

忠 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

加
三
方
三
〇
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

周
藤 

俊
典 

 

〃 
 

〃 
 

小
坂
四
九
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
田 

義
一 

 

〃 
 

〃 
 

加
三
方
五
四
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



〔
四
五
六
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

加
茂
川
下
流
開
拓
土
地
改
良
区 

二 

退
任
清
算
人 

 
 

 

退
任
清
算
人
氏
名 

 
 

 

住 
 

所 

 
 

甲
田 

春
男 

 
 

 
 

津
山
市
近
長
四
二 

 
 

末
田 

敦
彦 

 
 

 
 

〃 
 

西
下
五
五
六
―
一 

 
 

芦
田 

 

創 
 

 
 

 
〃 

 

西
中
一
一
七
五 

 
 

土
井 

良
浩 

 
 

 
 

〃 
 

杉
宮
三
六
八 

 
 

須
藤 

 

眞 
 

 
 

 

〃 
 

上
村
一
五
二 

 
 

久
常 

斂
泰 

 
 

 
 

〃 
 

田
熊
一
三
二
四 

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



〔
四
五
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

備
前
市
吉
永
町
笹
目

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
八
月
二
十
八
日
か
ら

同
年
十
一
月
二
十
三
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



〔
四
五
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

加
賀
郡
吉
備
中
央
町

下
土
井
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
八
月
二
十
八
日
か
ら

同
年
十
月
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



〔
四
五
九
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
新
田
、
堀
南
、

笹
沖
、
上
富
井
、
中

島
及
び
黒
石
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
令
和

六
年
三
月
十
五
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



〔
四
六
〇
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
勝
央
町
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

勝
田
郡
勝
央
町
植
月

東
及
び
田
井
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
現
地
測
量

及
び
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
令
和

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
四
六
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
土
手
添
五
〇
七
一
―
一
、
五
〇
七
八
―
一
、
五
〇
八
〇
―
一
、
字
池

底
五
〇
七
七
―
一
、
五
〇
八
三
、
五
〇
九
〇
―
一
、
五
〇
九
〇
―
三
、
五
〇
九
四
―
三
、
五
〇
九
六

―
二
、
五
〇
九
六
―
四
、
五
〇
九
六
―
五
、
五
〇
九
八
―
二
、
五
〇
九
九
―
三
、
五
〇
九
九
―
四
、

五
一
〇
〇
―
一
、
五
一
〇
〇
―
三
、
五
一
〇
一
―
三
、
五
一
〇
二
―
二
、
五
一
〇
四
―
三
、
五
一
〇

六
―
一
、
五
一
〇
六
―
三
、
五
一
〇
八
―
二
、
五
〇
九
〇
―
三
地
先
か
ら
五
〇
九
八
―
二
地
先
ま
で

道
、
五
一
〇
六
―
一
地
先
道
、
五
一
〇
〇
―
一
地
先
水
、
五
〇
九
〇
―
一
地
先
か
ら
五
〇
九
四
―
三

地
先
ま
で
水
、
五
〇
七
七
―
一
地
先
水 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
町
乙
坂
一
三
〇
―
一 

株
式
会
社
Ｊ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ 

代
表
取
締
役 

齊
藤 

 

浩 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
八
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
二
号 

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



〔
四
六
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
九
月
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
土
手
添
五
〇
七
一
―
一
、
五
〇
七
八
―
一
、
五
〇
八
〇
―
一
、
字
池

底
五
〇
七
七
―
一
、
五
〇
八
三
、
五
〇
九
〇
―
一
、
五
〇
九
〇
―
三
、
五
〇
九
四
―
三
、
五
〇
九
六

―
二
、
五
〇
九
六
―
四
、
五
〇
九
六
―
五
、
五
〇
九
八
―
二
、
五
〇
九
九
―
三
、
五
〇
九
九
―
四
、

五
一
〇
〇
―
一
、
五
一
〇
〇
―
三
、
五
一
〇
一
―
三
、
五
一
〇
二
―
二
、
五
一
〇
四
―
三
、
五
一
〇

六
―
一
、
五
一
〇
六
―
三
、
五
一
〇
八
―
二
、
五
〇
九
〇
―
三
地
先
か
ら
五
〇
九
八
―
二
地
先
ま
で

道
、
五
一
〇
六
―
一
地
先
道
、
五
一
〇
〇
―
一
地
先
水
、
五
〇
九
〇
―
一
地
先
か
ら
五
〇
九
四
―
三

地
先
ま
で
水
、
五
〇
七
七
―
一
地
先
水 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

道
路
、
緑
地
、
水
路
、
消
防
の
用
に
供
す
る
貯
水
施
設 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
町
乙
坂
一
三
〇
―
一 

株
式
会
社
Ｊ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ 

代
表
取
締
役 

齊
藤 

 

浩 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
八
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
二
号 
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
十
四
号

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
に
係
る
立
札
及
び
看
板
の
類
の
証
票
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
三
号
）
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
活
動
の
た
め
に
使
用

す
る
事
務
所
に
係
る
立
札
及
び
看
板
の
類
の
証
票
（
以
下
「
証
票
」
と
い
う

）
の
有
効
期
限
を
次
の

。

よ
う
に
定
め
た
。

令
和
五
年
九
月
八
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

林

裕

一

一

令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
交
付
す
る
証
票
の
有
効
期
限

は
、
同
日
ま
で
と
す
る
。

二

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
を
有
効
期
限
と
す
る
証
票
を
更
新
す
る
た
め
同
日
以
前
に
交
付
を
受

け
た
証
票
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
に
交
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。
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◎
岡
山
県
岡
山
中
央
警
察
署
長
公
告

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し
た
。

令
和
五
年
九
月
八
日

岡
山
県
岡
山
中
央
警
察
署
長

岸

本

克

則

一

購
入
等
件
名
及
び
予
定
数
量

岡
山
県
岡
山
中
央
警
察
署
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
の
調
達

予
定
使
用
電
力
量

六
五
一
、
六
三
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二

納
入
期
間

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
岡
山
中
央
警
察
署
会
計
課

岡
山
市
中
区
浜
一
丁
目
一
九
番
三
九
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
八
月
二
十
四
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

丸
紅
新
電
力
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
四
番
二
号

六

落
札
金
額

一
九
、
八
一
三
、
八
一
六
円
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む

）
。

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
五
年
七
月
四
日

令和５年９月８日　岡山県公報　第１２５３０号



◎
岡
山
県
岡
山
西
警
察
署
長
公
告

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し
た
。

令
和
五
年
九
月
八
日

岡
山
県
岡
山
西
警
察
署
長

山

根

勇

一

購
入
等
件
名
及
び
予
定
数
量

岡
山
県
岡
山
西
警
察
署
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
の
調
達

予
定
使
用
電
力
量

八
三
八
、
九
〇
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二

納
入
期
間

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
岡
山
西
警
察
署
会
計
課

岡
山
市
北
区
野
殿
東
町
二
番
一
○
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
八
月
二
十
四
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

丸
紅
新
電
力
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
四
番
二
号

六

落
札
金
額

二
七
、
一
〇
一
、
五
〇
三
円
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む

）
。

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
五
年
七
月
四
日
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◎
岡
山
県
倉
敷
警
察
署
長
公
告

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し
た
。

令
和
五
年
九
月
八
日

岡
山
県
倉
敷
警
察
署
長

池

田

辰

夫

一

購
入
等
件
名
及
び
予
定
数
量

岡
山
県
倉
敷
警
察
署
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
の
調
達

予
定
使
用
電
力
量

一
、
一
四
五
、
九
四
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二

納
入
期
間

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
倉
敷
警
察
署
会
計
課

倉
敷
市
大
島
四
五
一
番
地
一

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
八
月
二
十
四
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

丸
紅
新
電
力
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
四
番
二
号

六

落
札
金
額

三
七
、
〇
三
九
、
四
九
〇
円
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む

）
。

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
五
年
七
月
四
日
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